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　平成２８年度から開始した土砂災害に

特化した防災の取組みを様々な災害に

も対応させるために、 本年度発足した

自主防災委員会が地域の様々な事業者

や団体の協力を得て推進していきます。

災害時支援を希望する人は年々増加し

ていますが、 助ける側となる支援協力

者は、 共稼ぎや高齢となっても働いて

いる方も多く、  現在400名が登録され
ている支援協力者の方々も災害発生時

にはその20％程

度の参加しか望

めません。 支援 て、冬期間ではありますが、感染症対策
協力者の登録者 を取り入れた避難訓練を実施します。感
数拡大が最大の 染症対策には専門家に講師を依頼し,事
課題となります。 前にアドバイスを受けます。 　　　　　　　　　　9月２４日、持込

４．医療と介護の事業者の協力を得て、 　　　　　　　　　みいただいたオレ

重度の障がい者や介護を必要とする要 　　　　　　　　　ンジＴシャツは、切
１．地域内の全世帯に向けて「（仮称）防 介護者の受け入れを行う宮の沢町内会 　　　　　　　　　断して宏友会リハ
災通信」を12月～2月まで3回発行しま 版福祉避難所の開設とともに、 宏友会 　　　　　　　　　ビリステーション
す。宮の沢地域が災害の危険度が高い さん、 北愛館さんの送迎車両の提供を 　　　　　　　　　にお届けしました。
こと、また、過去4年間取組んできたこ 受けて、スピーカーを搭載して重点区を 介護施設のほうではまだまだ不足して
とを周知するとともに、要援護者の増 巡回し、 高齢者を避難所まで搬送する おりますので、引き続き、ご返却の協力
加と、支援協力者が不足していること ことを計画しています。 をお願いいたします。
を訴えます。Ａ３（4ページ）版、 1回三千 ５．地域消防団との連携で、災害時の土
二百部印刷し、 地域内2、５００世帯に配 のうつくりや救急対応などの研修も避
布します。紙面には、会員募集の返信ハ 難訓練時に実施します。

ガキ（目隠しシール付）を刷り込みます。

２．緊急連絡体制については、本年4月に

新たに、ＲＡＩＤＥＮ（ライデン）という札幌 １．町内会には、民生委員・児童委員が密 ２．地域内のマンション管理組合やオー

市でも採用しているシステムを契約。 接な関係を構築しており、 高齢者の安 ナー様に呼びかけ、マンション住人の避

既に携帯電話、 固定電話、 メールアドレ 否確認や地域内児童とともに子供会活 難訓練や、宮の沢町内会の自主防災委

ス、 ＦＡＸ番号等合計1,200件の登録が 動を積極的に支援していく取り組みを 員会への会員加入を呼びかけます。

完了しており、 今後も新規登録者の募 します。 令和三年度は、避難訓練を兼 ３．町内会役員の高齢化が進み、世代交

集とともに災害時の緊急連絡体制を強 ねた親子防災キャンプを計画していま 代のためデジタル化をより一層進めて

化します。 す。 その時にはガールスカウトの協力 行く必要が有り、自主防災委員会がそ

３．来年2月後半に上記ＲＡＩＤＥＮを使っ を得る計画でいます。 の先駆けとして活動します。

      今年はコロナウイルスの影響で、 残念ながら敬老祝賀会を中止せざるを
      得ませんでした。76歳以上の方々には、 担当地区民生委員の協力により、

                              記念品（羊羹）をお届けしました。 またこの

                              訪問の際に、 これからの町内会活動の参考

                              とするため、 「敬老行事のあり方について

                              のアンケート調査」も実施しました。 

                              調査にご協力いただき、 ありがとうござい
                              ました。

※写真はイメージです。
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を届ける大切なツールです。 この度、

地域ハザードマップや土砂災害避難

地図を見開きで大きく印刷、全面的に

　皆さんのお手元に届ける回覧板のホ 新しくしました。

ルダーの破損や汚れが目立ってきまし  裏表紙にはＱＲ

た。日常生活の身近で大切なお知らせ コードがついて

おり、 町内会の

ホームページや

フェイスブックに接続できるようになっ

ておりますので是非ご活用ください。

  又、 今回は町内の各事業所さまに

広告の協賛

をいだきま

した。 大変

有難うござ
いました。

　町内会役員・ 有志29名の皆さんの参 　ソーシャルディスタンスに注意しなが

加を得て散策路の秋の清掃活動が行わ ら、 西町介護予防センター西町の加藤

れました。 朝8時から草刈り機を使って さんから、ウォーキングポールの扱い方

作業が始まり、生い茂った雑草を手作業 の説明を受け、事前運動の後、元気よく

で丁寧に刈取りました。参加された皆さ 宮の沢会館をスタート。絶好の秋日和の

まご協力有難うございました。夏と秋の なか、 中の川を遡り、 宮の沢川遊歩道

年２回行われてきたこの清掃活動も、来 から北１条に出て、会館に戻る約２ｋｍの

年度からは夏場は道河川事務所が行な コース。  黄色や赤に色付いた木々を

い、 町内会は秋の清掃1回となります。 観察しながらのウオーキング。 参加の

皆さまは満足の様子でした。

　

                              今年はカラスによる被害が多発、 周辺住民か

                              らも「何とかならないか」との声が多数寄せら

                              れ、札幌市に対応

                              をお願いしており

ましたが、 2区のもみじ公園、3区ののぞみ公園でカ

ラスが営巣していた植樹の伐採が行われ、子ども達
も安心して遊べるようになりました。


